「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第６回学童期思春期部会　摘録(案)
１　日　時：平成２１年５月２６日（火）１０：００～１２：００
２　場　所：元生祥小学校１０３教室
３　参加者： （学童期思春期部会）：井越部会長，中川，山縣，大畑，池田，中東，

石田，砂田，瀬戸，古田，中森
　　　　　　　（全体統括部会）　：丸橋，藤本（代理），長谷川，塚原，國場，大田，浅野
（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長挨拶
（２）委員紹介

（３）配布資料の説明

（４）討議

　　　　　　　　　・学習プログラム素案について
　　　　　　　　　・学習プログラムの試行実施について

　　　　　　　　　・学習プログラムの検討体制（チーム編成）について

１　挨拶（部会長）
　　　PTAの総会があったが，準備をしていたおかげで，何事もなく無事に終わった。「準備」があることは心
強いことだと思う。子育てにおいても，保護者の「準備」となるよう，良い学習プログラムを作成していきたい。

２　配布資料の説明

事務局から，配布資料及び会議の進め方等について説明
　　　　　

３　意見交換

部会長　　　　新規テーマ５つを含め，学習プログラムの各テーマについて，テーマ名と内容についての意見をお願いする。
委員　　　　　全世代共通の４テーマは，「親から子どもへ」向けられたテーマであるが，新しいテーマの「歩む」と「身につける」は，「子どもへ」向けられたテーマであり，違和感がある。また，今の親に「いつくしむ」という言葉の意味が分かるだろうか。
事務局　　　　テーマ名については「子どもも親も共に」という思いでつけている。　

委員　　　　　「いつくしむ」という言葉については問題ないと思う。実際に，特に乳幼児の保護者に対して「子どもをいつくしんでください」という表現を使用している。

委員　　　　　「いつくしむ」という言葉は，参加者を募るうえで保護者の目をひくのだろうか。子育てに対して大変な思いを抱えている保護者にとっては，他のテーマに比べれば参加しにくいのではないか。

事務局　　　　「いつくしむ」という言葉については，「子どもを共に育む京都市民憲章」の中でも使用しているが，指摘を踏まえて，参加者を募る際の広報では工夫していきたい。

テーマ名については，プログラムをそれぞれ検討する中で，まとめていただきたい。全世代共通のテーマについては骨子はできているが，支援者用を中心にもう少し詳細なものにしたいと考えている。サンプルとして，資料５を提案させていただく。
　　

事務局　　　　＜資料５（「いつくしむ」のワークシート・支援者用手引き書の案）等についての説明＞
部会長　　　　「いつくしむ」について，資料３の「卵子ちゃん」・「精子くん」という表現は，保護者対象のプログラムなので「ちゃん」や「くん」は不要では。

委員　　　　　科学的な資料として渡すならば「ちゃん」や「くん」は不要。

　　　　　　　　誕生に至る確率の他に，もうひとつの奇跡も伝えたい。つまり，他の精子と卵子が結びついていたら，今の自分も我が子も存在しない。存在そのものが大切だということを感じてもらいたい。
　　　　　　　　また，母親自身が自信を持ち，自らを大切だと感じることで，そのような思いが子どもにも向くようになるとよい。

部会長　　　　その通りだと思う。学習プログラムにおいて，支援者がそういう言葉を盛り込めるとよい。

委員　　　　「かけがえのない存在」という言葉の裏には「虐待はしてはならない」ということがあると思う。そこにどう具体的につなげていくのか。
委員　　　　虐待する親は，自分に自信が無かったり，愛された経験が無かったりする。

　　　　　　　　虐待の防止には，まず親自身が自分の命の大切さに気づく，「自己肯定感」を持つことが重要。そこから虐待防止へ進めてゆくことが「支援」と考える。

委員　　　　連続講座なら段階的に内容を進め，最終的に虐待防止につなげることもできるが，１回限りの参加もありえるので，虐待防止にまで到達させるのは困難。また，プログラムの最初にアイスブレイクが組まれているが，その前に支援者の自己紹介のあと，「ワンポイント」として，うれしかったことなどを聞いて，参加者の気持ちを和ませるなど，簡単な導入があるとよいと思う。
　　　　　　　　時間についても，９０分連続で行うのはしんどいので，間にお茶タイムがあるとよい。そのような流れの中で，最後に参加者が一言話せると良いと思う。そう考えると，２時間は必要か。

委員　　　　「いつくしむ」というテーマについて学校現場から言うと，虐待の現場の陰には父親の存在がある。学習プログラムに参加して，母親に少し肩の荷をおろして帰ってもらえるとよい。最後のまとめで「いつくしむ」の思いにもっていけるとよい。
　　　　　　　　最近の若い親は，「かわいい」が子どもに対する評価となっていることが少なくない。けれども「かわいい」と「いつくしむ」は違う。「いつくしむ」ことを再認識していただきたいと思う。
委員　　　　「いつくしむ」の進行について，最初の方に絵本の読み聞かせ等が組まれているが，何か感想を求められると思いながら絵本を聞くのはしんどい。最後に読み聞かせがあったほうがすんなりと聞けて色々感じられるので気持ちが楽。
　　　　　　　　話すことで発散になるので，話す時間が長いほうがよい。

委員　　　　参加者同士の話し合いの中で，絵本が出せそうなら出すなど，臨機応変に進めるとよいのでは。

　　　　　　　　アイスブレイクは，今日何を食べたか等，他愛のない会話などを行い，その後に子育てについて話すとよい。

　　　　　　　　まず支援者が参加者を受けとめることが必要。参加者自身が受けとめてもらったと感じて帰ってもらえたらよい。保護者が子どもに手紙を書くよりも，保護者が頑張ってきた自分自身に手紙を書くなどして，まずは母親に自信を持ってもらいたい。
部会長　　　自分が親になって，自分の誕生日がきた時に，「自分が何年育ててもらった」と感じるようになった。子どもの誕生日も，「子どもがこの１年無事に育った」という感覚になる。

　　　　　　　　家事など，日頃の自分の努力を認めてもらえると嬉しい。自分が認めてもらったという気持ちが子どもにもつながる。
委員　　　　ほとんどの参加者は女性と考えるが，男性の立場から考えると，女性中心のプログラム内容だと，少し違うのかなと思う。男女混合すると難しいのでは。

事務局　　　男女両方に参加してもらいたいと考えているので，工夫していく必要がある。

委員　　　　「いつくしむ」は全世代共通のテーマだが，このワークシートをこのまま中学生の親に使うのは厳しい。中学生は親から離れたいと感じていたり，反抗期だったりする。このことに悩む親も多い。子どもの年代に応じて，分けてもらうことも必要かと思う。
事務局　　　ここからは，学習プログラムの試行実施について説明させていただく。

　　　　　　　　１テーマにつき最低２回は試行実施を行いたいと考えている。参加人数は１０人～２０人程度が話しやすいと思う。実施場所は，家庭教育学級や子育て語り合いサロン等を想定しており，６月４日には第三錦林小での「子育て語り合いサロン」で「いつくしむ」をテーマに話し合いを行う予定である。他にも実施場所を探している。

　　　　　　　　今後のスケジュールとしては，本日，それぞれの学習プログラムを具体的にまとめていくため，３つのチームを編成し，９月頃までに学習プログラムを作成したい。


事務局　　　＜チーム編成，チームでの今後のスケジュールについて説明＞
（チーム分け）

　　　　　　　　

事務局　　　今後，意見を聞きながら試行実施や学習プログラムの内容について調整していきたい。

　　　　　　　　今からチームごとに今後の計画を話し合ってほしい。
　　　　　　　　なお，６月２９日には全体統括部会を行う。

（チームごとの打合せ）
事務局　　　今回，「親も子もいつくしむ」という意見が出た。親をいつくしみ，子をいつくしむ，そういう子育て環境ができればよいと思う。

　　　　　　　　今後，どういう場所でこのプログラムを活用するかということが課題となるが，そういうことに関しても考えていきたい。






